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１．会社の業務内容等について簡単にご説明ください。 

KPMGは、143カ国に約26万5000人の人員を擁するグローバル ファー

ムとして監査、税務、ビジネスアドバイザリーの各分野で付加価値の高い

サービスをクライアントに提供しております。我々の業務は、財務諸表監

査や税務申告書作成業務等の会計関連業務から、M&A支援、移転価

格、企業価値評価、不正調査、ITコンサルティング、業績改善等の多岐

にわたった内容となっております。 

KPMGは、世界各地にて日本企業をサポートさせていただく担当者の

ネットワークとして、グローバル・ジャパニーズ・プラクティスを組織化し、

過去50年にわたり日本企業の皆様の国際事業展開を支援させていただ

いております。米国では、現在約250名以上のバイリンガル・プロフェッ

ショナルが各主要都市にて、在米日本企業のニーズに即したサービスを

提供させていただいております。 

 2016年から4年ほどKPMGのロサンゼルス事務所にて、日本企業の皆

さまの事業再編、M&A、米国市場参入などのサポートをさせていただ

き、2021年から拠点をニューヨーク事務所に移し、引き続き日本企業の

皆さまの米国事業のサポートをさせて頂いております。今後は、在ヒュー

ストンの日本企業の皆様のサポートもさせて頂きたいと存じます。 
 

2．ヒューストン／テキサス州の印象についてお聞かせください。 

高校時代に渡米し、20年ほどカリフォルニアに住んでおりました。

ヒューストンは、ヒスパニックの文化が強くロサンゼルスにとても似ていると

ころが多いので、すぐに好きになりました。ロサンゼルスと違うところで驚い

たのは、ピックアップトラックやSUVの多さです。老若男女関係なく、大き

なピックアップトラックをフリーウェイで走らせているヒューストンの方々は、

西海岸にも東海岸にもないアメリカらしさがあり感動しました！ 

 また、ヒューストンの夏の暑さには驚きました！まだヒューストンでゴルフ

は一度しかしておりませんが、夏にプレーをしまして、あまりの湿度と熱気

に意識が遠のき、最後の3ホールほどの記憶が飛んでしまいました。 
 

3．その他、個人的な関心事（趣味等）についてお聞かせください。  

趣味の一つはゴルフをプレーすることなのですが、前職でゴルフ場の

買収を100コース以上行っており、プレーをしながらもゴルフ場の価値や

設備投資を勝手に算定する変な癖がついてしまいました。ぜひゴルフ好

きの皆様にお付き合い頂ければ幸いです。 

 現在、妻と2人の娘たちはロサンゼルスに住んでおり、私は米国内での

単身赴任でニューヨークをベー

スに活動しております。 

 ここ最近、ロサンゼルスの自宅

に戻った時に、庭で焼き鳥を七

輪で焼き、家族や友人とワイワイ

食べることにはまってます。焼き

鳥は焼き立てをすぐに食べるの

が一番美味しいと信じており、自

分で焼いてそのまま食べるのが

焼き立てを最速で口に運べると

思って始めたのですが、焼き鳥

の焼き方は奥が深く、黙々と焼く

ことに集中してしまいます。機会

があればぜひ焼き鳥を一緒に焼

きましょう！ 

2023年度 ヒューストン日本語補習校 

一人の名前が読み上げられると、緊張しながらも大きな声で返事ができて

いました。「あこがれていた小学校一年生になれてうれしい、新しい友達と

仲良くなりたい、運動会が楽しみ」といった希望に満ち溢れた新入生の挨

拶がありました。 

 緊張した入学式の後に行われたクラス写真撮影では、早速新しい友達

同士で仲良く話をしている姿を見ることができ、子供たちの積極性が感じ

られました。COVID-19前に戻った入学式をみて、従来当たり前にできて

いた学校生活の大切さ、ありがたさを改めて感じました。 

 新入生の皆さん、保護者の皆様、入園、入学おめでとうございます。補

習校と現地校での両立生活にて貴重な経験をし、国際色豊かなヒュース

トンにて大きく成長されることを心より祈っております。 

（ヒューストン日本語補習校運営委員会） 

 4月8日、第52回ヒューストン日本語補習校入園・入

学式が執り行われました。前日までの雨が暑さを和ら

げた穏やかな朝、元気な新入生の姿が補習校にあり

ました。今年は幼稚部46名、小学部74名、中学部33

名、高等部16名が補習校に入園、入学しました。 

 第1部では中学部・高等部の新入生が大きな拍手の

なか、堂々と入場しました。そして、新入生点呼の後、

来賓代表の村林総領事から「元気で希望に満ちたテ

キサスでの生活を充実させ、現地校と補習校生活を

両立してほしい」とのお言葉を頂戴しました。また岡林

校長先生からは「苦手な環境を新たな気づき、自分の変化につなげ、ど

んな出会いでも意味があるという気持ちを持って前向きに取り組んでほし

い」との祝辞を頂きました。 

 第2部では雰囲気が大きく変わり、真新しい服に身を包んだ幼稚部、小

学部の新入生がかしこまった様子で入場しました。担任の先生より一人

中学部新入生挨拶 中学部在校生挨拶 

校長祝辞 

総領事祝辞 


